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■この説明書をよくお読みのうえ、工事の専門技術者が施工を行ってください。この説明書は、必ずお客様にお渡し
ください。
■施工の際には本機のサイズおよび重量を考慮し、必要に応じて取り付け箇所への補強処理などを行ってください。

■お買い上げいただきまして、ありがとうございます。

取扱説明書 

AIM CINEMA
Pivoting Home Cinema Speakers

■部位の名称

■梱包物の内容



電源プラグ 
をコンセント 
から抜く 

 分解禁止 

 水場での 
使用禁止 

 水濡れ禁止 

禁止 

故障したまま使用しない、異常が起きたら 
すぐにアンプの電源プラグを抜く 

使用上のご注意 

取り付けのご注意 
分解、改造しない 禁止 

必ずする 

 ● 煙が出ている、変なにおいや音がする 
 ● 本機を落としてしまった 
 ● 本機内部に水や金属が入ってしまった 
このような異常状態のまま使用すると、火
災・感電の原因となります。すぐにアンプ
の電源プラグをコンセントから抜いて販売
店に修理・点検を依頼してください。 

火災・感電の原因となります。 
内部の点検・整備・修理は販売店に依頼し
てください。 

接続、設置に関するご注意 

■ 水蒸気や水のかかる所に置かない、本機の上に液体の
入った容器を置かない 

本機に水滴や液体が入った場合、火災・感電
の原因となります。 
 ● 風呂場など湿度の高い場所では使用しない 
 ● 調理台や加湿器のそばには置かない 
 ● 雨や雪などがかかるところで使用しない 
 ● 本機の上に花びん、コップ、化粧品、ろう 
   そくなどを置かない 

■ 本機内部に金属、燃えやすいものなど異物を入れない 

火災・感電の原因となります。特に小さな
お子様のいるご家庭ではご注意ください。 

■ 長時間音がひずんだ状態で使わない 

アンプ、スピーカーなどが発熱し、火災の
原因となることがあります。 

ネジなどによる締めつけは確実に行ってくだ
さい。緩んだまま使用しますと、事故の原因と
なります。 

■ 締めつけについて 

必ずする 

天井面を切断する場合は、切断面のカエリ、切
りくずなどはきれいに取り除いてください。ケ
ガ・火災・感電の原因となります。 

■ 天井面の切断について 

AIM CINEMA

安全上のご注意 
安全にお使いいただくため、ご使用の前に必ずお読みください。 

電気製品は、誤った使いかたをすると大変危険です。 
あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、「安全上のご注意」を必ずお守りください。 

「警告」と「注意」の見かた 

 記号は「ご注意ください」 
という内容を表しています。  

絵表示の見かた 

 記号は「～してはいけない」 
という禁止の内容を表していま 
す。 

警告 

●記号は「必ずしてください」 
という強制内容を表していま 
す。 

警告 

注意 

感電注意 

分解禁止 ぬれ手禁止 

必ずする 電 源プ ラ グ を コ 
ンセ ン トか ら抜 く 

高温注意 

間違った使いかたをしたときに生じることが想定される危
険度や損害の程度によって、｢警告」と「注意」に区分し
て説明しています。 

誤った使いかたをすると、火災
・感電などにより死亡、また
は重傷を負う可能性が想定され
る内容です。 

誤った使いかたをすると、けが
をしたり周辺の家財に損害を与
える可能性が想定される内容で
す。 



音のエチケット／楽しい音楽も、時間と場所によっては気になるものです。隣近所への配慮を十分
にしましょう。特に静かな夜間には窓を閉めたり、ヘッドホンをご使用になるのも一つの方法です。 
お互いに心を配り、快い生活環境を守りましょう。 

禁止 

注意 

注意 

必ずする 必ずする 

接続、設置に関するご注意 

禁止 

禁止 

禁止 

使用上のご注意 

移動時のご注意 

■ 取り付け場所について

本機を天井面に取り付ける際は、充分な強
度のある平らな面を選んでください。 

熱器具の近くや直射日光のあたるところに
は設置しないでください。近くで使用しま
すと、火災や事故の原因となることがあり
ます。 

■音量に注意する

突然大きな音が出てスピーカーを破損した
り、聴力障害などの原因となることがあり
ます。 

■キャッシュカード、フロッピーディスクなど、磁気を
利用した製品を近づけない

磁気の影響でキャッシュカードやフロッピ
ーディスクが使えなくなったりデータが消
失することがあります。 

■移動時は、アンプの電源プラグや接続コードをはずす

コードが傷つき火災や感電の原因となりま
す。

■本機の上にものを乗せたまま移動しない

本機の上に他の機器を乗せたまま移動しな
いでください。 
落下や転倒してけがの原因となります。 
サランネットやスピーカーユニット部を持
って移動させないでください。

■ 不安定な場所や振動する場所には設置しない

強度の足りないぐらついた台や振動する場
所に置かないでください。 
本機が落下したり倒れたりして、けがの原
因となることがあります。 

■ 配線コードに気をつける

配線された位置によっては、つまずいたり
引っかかったりして、落下や転倒など事故
の原因となることがあります。 

電源プラグ 
をコンセント 
から抜く 

注意 

本機は一般屋内専用です。湿気の多い場所、
振動のある場所、腐食性ガスの発生する場所
等には、使用しないでください。火災・感電・落
下の原因となります。 
スピーカーを取り付ける壁面や天井面の強度
によっては、補強が必要な場合があります。 

■取り付け場所について

取り付け中、または取り付け完了後に、本機に
ぶら下がったり、より掛かったり、むやみに力を
加えたりしないでください。落下・破損の原因
となります。 

■ 取り付け後のご使用にあたって

AIM CINEMA

警告 

注意 
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はじめに 
 
本機は、中低域用ミッドレンジを可動式バッフル上に置き、同ユ
ニット上に可動式ツィーターを備えています。また、広がりが力
強よい低音域を再生するために固定バッフルの上に2個の高
性能コーンウーファーを備えています。 
 

スピーカーの配置（ステレオの場合） 

視聴位置の決定  
鑑賞時に一番良く座る場所を主な視聴位置と考えます。 
 
距離  
視聴位置の中心からスピーカー（L、R）への距離が、フロン
トスピーカー間の距離と等しく、正三角形を描くような配置
が理想的といえます。（図1） 
 
スピーカーの高さ  
ツィーターの位置を耳の高さ、あるいはそれより少し高めに
合わせると、理想的なサウンドが得られます。もしできない
場合は、7ページの「スピーカーの調整」の項をみてくださ
い。 
 
障害物の確認  
スピーカーの配置位置を決定する前に、胴縁、電線、配管、
あるいは他の固定設備など、配置の障害になり得るものの
位置を十分に考慮しておく必要があります。さらに、壁裏
を実際に見たり、ホームセンターなどで販売されている間
柱検知用具を使い、どこに間柱があるかをあらかじめ見極
めておくことをおすすめします。 

1.   
 
 
2.  
 
 
 
 
3.  
 
 
 
 
 
4.

視聴位置の決定  
鑑賞時に一番良く座る場所を主な視聴位置と考えます。 
 
フロントスピーカー（FL、FR）の配置  
視聴位置の中心からフロントスピーカー（FL、FR）への距離
が、フロントスピーカー間の距離と等しく、正三角形を描くよ
うな配置が理想的といえます。（図1） 
 
センタースピーカー（C）の配置  
画面にできるだけ接近するようモニターの真下、もしくは真
上に配置してください。しかし、本機はセンター専用に作ら
れていないのでAIM LCRのような機種をおすすめします。 
 
リアスピーカー（RL、RR）の配置  
視聴位置の後方、ツィーターが耳の位置になるように配置し
ます。ツィーターをリスナーに向けないようにすると音の反
射の効果が得られます。（図2） 

1.   
 
 
2.  
 
 
 
 
3.  
 
 
 
 
 
4.

図1

図2

スピーカーの配置（サラウンドの場合） 

AIM CINEMA



グリル下敷き 

グリル 

保護カバー 

フランジ 

ペイントマスク(透明)

スピーカーの塗装 

スピーカーに塗料を塗りたい場合は設置前等、スピーカー
を壁から外した状態で作業されることをおすすめします。
塗装する時は、ペイントマスクが付いた状態で行ってくださ
い。 

1.  
 
 
 

図3

図4

グリルの穴を塞いでしまわないように細心の注意を払って
ください。 
 
まず、グリルからグリル下敷きを外してください。グリルに
塗料を塗った後、塗料が乾いたらグリル下敷きをもとに戻
します。 

2.  
 
 
3. 
 
 

グリル下敷きにも塗装する必要がある場合には、グリルの
塗装と同じ手順で行ってください。 
 
各部位の塗料が完全に乾いてから、スピーカーを壁に装着
してください。 

4. 
 
 
5.

★塗料は原液1、塗料薄め液5の割合で作った塗料を 
　軽くスプレー塗装することをおすすめします。 

設置する場合の準備 

設置の前に 

配置位置の決定  
前ページ「スピーカーの配置」に従い、壁のどの位置にスピ
ーカーを設置するかを決定します。 
 
障害物の特定  
希望するスピーカーの取り付け位置に最も近い間柱を見つ
けてください。便利な間柱検知用具を使用されることをお
すすめします。スピーカーは、中心になる間柱の左右
40cmの場所に取り付けてください。取り付けを計画して
いる場所に、間柱や障害物がないことを確かめてください。
前ページ「スピーカーの配置」の「障害物の確認」の手順に
従って作業してください。 
 
テンプレートの型取り  
決定されたスピーカーの設置位置に切り出し用テンプレー
トを置いてください。通常スピーカーバッフルの縁が開口
部を2.2cm越えるようにします。間柱の間にテンプレート
を置き、上下が水平になるようにします。（図5） 
画鋲や粘着テープなどでテンプレートの位置を固定した後、
鉛筆などでテンプレートの周りを型取りします。 

1.   
 
 
 
2.  
 
 
 
 
 
 
 
 
3. 
 

図5

設置する場合は、下記の手順で行ってください。 

実際にスピーカーを設置する前に、あらかじめスピーカーの設
置位置までケーブルを配線しておいてください。 

AIM CINEMA



最初の切り取り 

2度目の切り取り 

石膏ボードの表面図 図6ー 

図7

○ 1

図6ー ○ 2

前後 

ウーファー部 
を下にする 

左側スピーカー 

アンプ1

アンプ2

右側スピーカー 

SPEAKERS

AC INLET

RIGHT LEFT

SPEAKERS

AC INLET

RIGHT LEFT

ジャンパーワイヤー 
を取り外す 

取り付け位置 フランジ 

取り付けレバー 

スピーカーの取り付け 
 
独自の取り付けレバーにより、以下の手順ですばやい取り付け
が可能になります。 図9

図10

図84.   
 
 

取り付け穴の切り取り  
取り付け予定位置の内側の障害物の有無が分からない場
合は、まず鉛筆で型取ったスペースの中央にドリル等で小
さな穴を開けます。次に石膏ボード用のノコギリを使って、
穴の内側の方向に45度前後の角度で切り込みを入れます。
（図6ー　参照） 
この角度で穴を開けると、もし場所を変更する時に、切り出
したカケラを使うことによって石膏ボードの修復がたいへ
ん楽になります。（45度前後で切り込みを入れておくことで、
石膏ボード本体との接着面積が大きくなります）設置予定
位置に障害物がないことを確認したら、今度は石膏ボード
の表面に対して90度の角度で最終的な穴を開けていきま
す。（図6ー　参照） 

1○ 

○ 2

まず、スピーカーについているグリルを取り外してください。 
グリル取り付けネジとピンをバッフルに向かってグリルの
裏側と反対方向に押し、ホルダーから取り外します。 
 
次にスピーカーケーブルを接続します。（＋と＋、－と－、極
性を合わせてください） 
必ず、アンプの左チャンネルは左のスピーカーと接続し、右
チャンネルは右のスピーカーと接続してください。 
最適な低音域を得るために、ウーファー部が底部になるよ
うにしてください。（図7） 

1. 
 
 
 
2.

バイアンプ接続時のみジャンパーワイヤーを外してください。（図9） 

4. 
 
 
 
 
 

5.

バイアンプ 
バイアンプ接続する場合は、中/高域と低域をドライブする
2つのアンプを使います。（図8） 

3.

スピーカーを壁に開けた穴の中に入れます。取り付けレバ
ーを内側に曲げてじゃまにならないようにしてください。 
フランジが壁にぴったりと合うように、バッフル前面の10個
のネジを順番に締めます。ネジを締めていくにつれて、取り
付けレバーが自動的に外側の位置にはじき出され、レバーと
フランジの間の石膏ボードを固定していきます。（図10参照） 

注意：ネジをきつく締めすぎるとバッフルをゆがませたり、
壁面にひびをいかせたり、フランジを変形させたりするおそ
れがあります。 
 
グリルをバッフルの中にしっかりはめ込んでください。 

AIM CINEMA



AIM CINEMA
Treble

AIM CINEMA
Mid

AIM CINEMA
Bass

●可動式バッフルの角度調整  
  
バッフルはお買い上げ時は垂直方向になっていて、もっとも
なめらかな特性になります。部屋の状態や天井の高さなど
により、向きを変えることができます。サウンド全体の強度
をもう少し上げたい場合は、バッフルをリスニングエリアの
方向に向けてください。逆にサウンドの強度を少し抑えたい
場合は、バッフルをそこから離れた方向に向けてください。 

●可動式ツィーターの角度調整  
  
ツィーターはお買い上げ時は垂直方向になっていて、もっと
もなめらかな特性になります。部屋の状態や天井の高さな
どにより、向きを変えることができます。高音部の強度をも
う少し上げたい場合は、ツィーターをリスニングエリアの方
向に向けてください。逆に高音部を少し抑えたい場合には、
ツィーターをそこから離れた方向に向けてください。（図13
参照） 
また、リアスピーカーとしてご使用の場合は、近くの壁にツィ
ーターを向けることで壁からの反射作用を有効に活用でき
ることもあります。 

スピーカーの調整 

図12

図11

図13

※好みの方向にバッフルを向けるには、両手でバッフルの両 
　サイドを押し込むようにしてください。 

※ドーム型ツィーターは、傷がつく恐れがありますので、直接
触らないようにしてください。 お好みの方向にツィーター
を向けるためには、ツィーターの縁を軽く押してください。 

　　●　フロントスピーカーとして使用する場合は、スピーカーを
リスナーに向けることをおすすめします。 

　　●　リアスピーカーとして使用する場合は、スピーカーをリス
ナーから離れたところに向けることをおすすめします。 

●ツィーターの音量レベル調整 
 
高域調整スイッチ（Tｒｅｂｌｅ）を切り換えれば、－3dB、＋3dBの
2段階で高域の音量レベルが調整できます。 
なお、お買い上げ時は「＋」に設定されています。お好みに合
わせて調整してください。 

●ウーファーの音量レベル調整 
 
低域調整スイッチ（Bａｓｓ）を切り換えれば、－3dB、＋3dBの2
段階で低域の音量レベルが調整できます。 
なお、お買い上げ時は「＋」に設定されています。お好みに合
わせて調整してください。 

●中域音量レベル調整 
 
中域調整スイッチ（Mid）を切り換えれば、－3dB、＋3dBの2
段階で中域の音量レベルが調整できます。 
なお、お買い上げ時は「＋」に設定されています。お好みに合
わせて調整してください。 

図16

図15

図14

AIM CINEMA



アルミマグネシウムドーム型

3ウェイインウォール型 3ウェイインウォール型 

ケブラーコーン型 

8Ω 

91dB（1W/1m） 

高音域、中音域、低音域±3dB調整スイッチ 高音域、中音域、低音域±3dB調整スイッチ 

35Hz～20kHz

200W

235mm×776mm×104mm

192mm×732mm

15cmケブラー交織ペーパーコーンウーファー 

アルミニウムドーム型

アルミニウムコーン型

8Ω 

86dB（1W/1m） 

39Hz～20kHz

175W

235mm×776mm×104mm

192mm×732mm

15cmケブラー交織ペーパーコーンウーファー 

※製品の特徴や仕様が予告なく変更されることがあります。 

型式 

ツィーター

ミッドレンジ

ウーファー

インピーダンス

入力感度 

周波数調整 

周波数特性 

許容入力 

外形寸法（幅×高さ×奥行き） 

カットアウト寸法（幅×高さ） 

AIM CINEMA FIVE/AIM CINEMA THREE

AIM CINEMA FIVE AIM CINEMA THREE

AIM CINEMA
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AIM CINEMA 
外形寸法：幅235×高さ776×奥行き98～104mm 
カットアウト寸法：幅192×高さ732mm
質量：6.8kg

AIM CINEMA
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